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　港郷土資料館には、 
港区内の貝塚から 
出土したものが 

　展示されているのよ。 

貝塚って 
なんだろう？ 

今から何年くらい 
前のものかな？ 

貝塚ってなに？ 

第1号 
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☆伊皿子貝塚と西久保八幡貝塚の大きさや、土や貝の堆積のようす（かさなりかた）を

くらべてみよう。 

☆出土した貝や動物の種類を調べてみよう。 

☆港区には伊皿子貝塚と西久保八幡貝塚のほかにどんな貝塚があるだろう？ 

貝塚を上から見たようす（上面） 

  貝塚を横から見たようす 
（断面） 

ハマグリ 

貝塚を横から見たようす（断面） 

石器（石で作った道具） 

縄文土器 
（ねんどを焼いて 
   作ったうつわ） アクセサリー 

ハイガイ オキシジミガイ マガキ オオノガイ アサリ シオフキガイ アカニシ 

スズキの骨 マダイの骨 コチの骨 

イノシシの骨 シカの骨 ノウサギの骨 

貝塚とは… 
か い  づ か  

縄文時代の人々が食べかすを捨てた場所です。貝がらが多いので「貝塚」とよ
ばれていますが、動物の骨や土器・石器などの道具も捨てられていて、当時の
人々の暮しをさぐることができます。また、墓地として使われることも
あったようで、人の骨が見つかる

貝塚もあります。 

伊皿子貝塚（港区三田4-19） 
い  さ ら   ご   か い づ か  みなと  く   み   た  

縄文時代後期（約4000年前）の貝塚。マガキや

ハイガイなど82種類の貝がらが出土しましたが、

食用になったものはこのうちの10種類ほどだと

思われます。貝がらの量にくらべて、

魚や獣の骨、土器や石器などが

少ないことが特徴です。 

西久保八幡貝塚（港区虎ノ門5-10） 
みなと  く  と ら の  も ん  に し  く   ぼ  は ち ま ん か い づ か  

縄文時代後期の貝塚ですが、伊皿子貝塚よりも

少し新しい時期（約3500年前）にできたもので

す。伊皿子貝塚にくらべて魚の骨や土器などが

たくさん出土しました。また、貝の堆積のよう

す（かさなりかた）も伊皿子貝塚とは違ってい

ます。 

三田台公園（港区三田4-17-28） 
み   た  だ い こ う え ん  みなとく りつ みなと  く   み   た  

伊皿子貝塚遺跡で発見された縄文時代の

家を復元したものや、貝層の断面、古墳

時代の復元住居跡があります。 

伊皿子貝塚から 
出土したもの 

西久保八幡貝塚から出土した貝がらや動物の骨 

港郷土資料館で調べてみよう！ 
みなときょう  ど   し  りょう か ん  し ら  
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じょう も ん  じ  だ い  発掘調査で確認された貝塚の面積は

351㎡、積った貝がらの厚さは最も

厚いところで1.8ｍもありました。 
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港郷土資料館ってこんなところだよ！ 

港郷土資料館利用のご案内（場所は上の地図をごらんください。） 

伊皿子貝塚・三田台公園・港郷土資料館の場所 西久保八幡貝塚の場所 

さわれる展示室 

みなときょう  ど   し りょう か ん  

みなときょう  ど   し りょう か ん  り  よ う  あ ん な い  

　今回ご紹介した伊皿子貝塚や西久保八幡貝塚から発見されたもの、江戸時代や明治時代の人

が書いた手紙や絵、みんなのおじいさんやおばあさんが昔使っていた道具などが展示されてい

て、港区の町のようすや暮しのうつりかわりを知ることができます。 

 そして、「さわれる展示室」ではミンククジラ

の全身骨格やアジアゾウ・ウシ・ウマ・イヌ・ネ

コの骨、縄文時代や弥生時代の土器、今から40年

くらい前に使われていた暮しの道具にさわること

ができます。また、港区の歴史について知りたい

ことや調べたいことがあったら、港郷土資料館に

ぜひ来てください。学芸員がおてつだいをします！  

※展示はかわることがあります。 

開館時間　午前9時～午後5時（さわれる展示室は火・水・金・土の午後0時30分～4時30分） 
休 館 日　日曜日・祝日・毎月第3木曜日・年末年始・特別整理期間 
交　　通　JR「田町」駅下車徒歩5分　 
 　　　　都営地下鉄三田線または浅草線「三田」駅下車徒歩2分 
 　　　　都営バス「田町駅前」停留所下車徒歩1分 

港区立 港郷土資料館へ行ってみよう！　第１号　　　 　　　　　　 平成16年3月31日発行 
編集・発行　港区立港郷土資料館　〒108-0014 東京都港区芝5-28-4　　 03(3452)4966 
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